
２学期が始まりました

校長 河島 勝行

３４日間の夏休みが終わり、２４日（木）に２学期が始まりました。

今年の夏は記録的猛暑で、特に８月１０日は弘前の最高気温が３９．３℃と全

国で３番目の高い気温となり、統計を開始した１９７６年以降、青森県の最高気温

となりました。また、台風６・７号の影響で大雨による災害等もありました。でも、ね

ぷた祭りが４年ぶりの制限なしで開催されたり、大森勝山遺跡の縄文まつりも実

施されたり、その他の夏祭りも大いに楽しむことができたのではないでしょうか。

始業式は、全校を代表して、４年山口陽斗さん、５年岡元士龍さん、６年増田妃

那さんが、夏休みの楽しかった思い出や２学期の抱負を、元気いっぱいに発表し

てくれました。

２学期は、８３日あります。１年の中で最も長い学期となり、遠足や芸術鑑賞、

学習発表会、６年生は修学旅行など、楽しい行事がたくさんあります。病気や怪

我に気を付けて、毎日、笑顔で学校生活が送られるように、１日１日を大切にし

て、何事にも思いやりをもって全力で挑戦してほしいと思っています。そして、勉強

以外で何か一つでも自分の得意なことや好きなことを見つけられれば、尚、いい

ですね。

本校では、２学期も「笑顔あふれる裾野っ子」のために、できる限り計画通り教

育活動を進め、児童の笑顔あふれる活動を活発に行いたいと考えております。

今学期も、ご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。

９月の主な行事

１日（金） 小連体（１～３年は２時間授業）

５日（火） 避難訓練 はとぶえ号

６日（水） 芸術鑑賞教室

８日（金） 視力測定

11日（月） 縦割り班集会

13日（水） ６年修学旅行～15日

19日（火） 全校食の指導 はとぶえ号

22日（金） 裾野学園全校遠足

26日（火） 代表委員会

27日（水） ５、６年縄文講座 集金引き落とし日

29日（金） 前期通知表配付

大森勝山じょうもん祭り ～地域の宝によさこいを「奉納」～

８月６日（日）大森勝山じょうもん

祭りが開催されました。裾野小中で

は児童生徒から希望者を募り、よさ

こいを披露しました。当日は日差し

が肌を刺すような暑い日でしたが、

参加した児童３７名は終始はつらつ

と振る舞い、最後はお土産をいただ

き喜んで帰途につきました。新聞社の取材に６年洸真さんは「自分たちが住んでいる地域に世

界遺産があることを誇りに思います」とこたえていました。

岩木山を背によさこいを奉納 炎天下でもはつらつと演技

熱中症に警戒！
２学期初日はWBGT値が31℃を超え、「危険レベル」とな

りました。学校では子供たちが夏休みを終え学校の生活に

まだなじんでいないことから、徹底した熱中症対策をとる

こととし、外や体育館での活動を禁止しました。また、そ

れに伴い、朝の運動を中止したり、始業式を放送で行った

りしました。当面の間は警戒レベルを高めていきます。

放送室から２学期のめあてを発表 教室で校歌をうたいました

第２回資源回収 ～小雨が降る中、ありがとうございました～

８月２０日（日）第２回資源回収が

開催されました。地域の皆様には早朝

よりたくさんの資源を出していただき

ありがとうございました。当日は大雨

の予報ではありましたが、なんとか午

前中は小雨でおさまり保護者の皆様の

協力で無事終えることができました。
段ボールをたくさんいただきました お母さん方は主にアルミ缶を

小連体にむけて陸上練習 ～暑さと上手に付き合いながらベストを尽くす～

９月１日（金）に開催される小連

体に向け、陸上練習が始まりました。

コロナ禍あけ、本格的に再開するこ

ととなった小連体にむけ、夏休み前

からも制定体操や弘前市民の歌、走

る練習を行ってきた成果が表れ、練

習初日からスムーズなバトンパスが

できていました。こまめに水分補給をしたり、休憩時間を十分にとったり、短時間で集中した

練習をしたりするなど、熱中症対策を万全にして本番に臨みます。

運動公園での現地練習校庭でバトンパスの練習
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